
【
史
料
紹
介
】

中
井
源
左
衛
門
光
基
「
日
野
要
用
記
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
先
代
当
主
逝
去
の
場
面
を
中
心
に
─青

柳　

周
一

西
川　

雄
也

　

本
稿
で
は
、
近
江
国
蒲
生
郡
日
野
（
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
）
に
本
宅
を
構
え
、

全
国
規
模
で
経
営
を
展
開
し
た
中
井
源
左
衛
門
家
の
四
代
当
主
光
基
（
光
茂
・
正
治

兵
衛
、石
翁
と
号
す
。一
八
〇
二
〜
一
八
七
一
）に
よ
る
日
記
の
う
ち
、「
日
野
要
用
記
」

（
中
井
源
左
衛
門
家
文
書 

八
五
八
〇
（
当
館
蔵
）。
本
稿
で
言
及
す
る
史
料
は
全
て

同
家
文
書
）
の
冒
頭
部
分
を
中
心
に
翻
刻
し
紹
介
す
る
。「
日
野
要
用
記
」
の
表
紙

に
は
「
天
保
四
癸
巳
年
」
と
あ
る
が
、
実
際
の
起
筆
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
で

は
な
く
翌
五
年
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

　

天
保
五
年
に
中
井
家
の
当
主
と
な
っ
た
光
基
は
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
隠

居
し
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
逝
去
す
る
。
そ
の
四
〇
年
近
く
の
間
、
彼
は
ほ

ぼ
毎
日
日
記
を
書
き
続
け
た
の
で
あ
り
、
総
冊
数
は
四
九
冊
に
及
ぶ
。
さ
ら
に
中
井

家
の
日
野
本
宅
や
、
仙
台
店
ほ
か
各
地
の
出
店
（
支
店
）
な
ど
に
つ
い
て
、
他
の
日

記
や
文
書
か
ら
関
連
す
る
記
述
を
抽
出
し
、
ま
と
め
直
し
た
編
輯
日
記（

１
）も

数
多
く
作

成
し
た
。
光
基
に
よ
る
日
記
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
拙
稿（

２
）を

参
照
さ
れ
た
い
。

　

光
基
の
日
記
は
天
保
期
か
ら
明
治
初
年
度
ま
で
の
中
井
家
の
経
営
や
、
光
基
本
人

と
そ
の
家
族
・
奉
公
人
ら
の
活
動
、
さ
ら
に
当
時
の
社
会
情
勢
な
ど
を
め
ぐ
る
貴
重

な
情
報
を
豊
富
に
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
研
究
史
上
に
あ
っ
て
は
阿
刀
田
令
造
に
よ

る
「
天
保
七
申
酉
飢
饉
日
記
」
の
翻
刻（

３
）と

、
天
保
六
年
の
日
記
で
あ
る
「
四
番
諸
事

日
下
恵
」
の
宮
城
沖
地
震
の
記
事
に
注
目
し
た
拙
稿（

４
）お

よ
び
前
掲
拙
稿
な
ど
が
あ
る

以
外
は
、部
分
的
に
言
及
・
引
用
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
お
り
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
。

　

そ
こ
で
青
柳
は
令
和
三
年
度
陵
水
学
術
後
援
会
学
術
調
査
・
研
究
助
成
を
申
請

し
、
京
都
大
学
人
間
・
環
境
学
研
究
科
に
在
籍
す
る
西
川
雄
也
氏
の
協
力
を
得
て
、

「
日
野
要
用
記
」
ほ
か
光
基
に
よ
る
日
記
類
の
翻
刻
作
業
を
行
っ
た
。
本
稿
は
、
西

川
氏
に
よ
る
翻
刻
の
一
部
を
青
柳
が
点
検
・
監
修
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
日
野
要
用
記
」
は
日
野
本
宅
に
関
す
る
編
輯
日
記
で
あ
り
、
そ
の
冒
頭
に
は
光

基
の
先
代
で
あ
る
三
代
当
主
光
熙
（
一
七
八
六
〜
一
八
三
三
）
の
逝
去
に
関
す
る
長

い
文
章
が
置
か
れ
て
い
る
。
中
井
家
に
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
光
基
は
、
養
父
・

光
熙
の
病
と
死
を
見
守
り
続
け
、
そ
の
一
部
始
終
を
彼
独
特
の
緻
密
な
筆
致
で
記
録

し
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
こ
の
文
章
を
中
心
に
翻
刻
し
て
紹
介
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

光
熙
が
逝
去
す
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
光
基
は
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に

光
熙
が
日
野
か
ら
京
都
へ
の
出
張
後
に
体
調
を
崩
し
た
こ
と
か
ら
書
き
起
こ
し
て
い

る
。
こ
の
年
、
光
熙
は
一
時
的
に
経
営
か
ら
離
れ
て
保
養
に
努
め
、
八
月
か
ら
一
〇

月
に
は
近
江
西
国
三
三
所
巡
礼
を
中
心
と
す
る
近
江
国
内
旅
行
も
行
っ
た（

５
）。

　

光
熙
は
一
旦
快
復
す
る
が
、
文
政
一
二
年
五
月
以
降
の
仙
台
店
滞
在
中
に
再
び
体

調
を
悪
化
さ
せ
る
。
彼
は
こ
の
年
一
一
月
か
ら
三
八
日
間
、
現
在
の
宮
城
県
仙
台
市

以
北
か
ら
岩
手
県
南
部
に
点
在
す
る
得
意
先
商
人
八
七
軒
を
訪
ね
る
挨
拶
廻
り
を
実

施
し
て
お
り（

６
）、

あ
る
い
は
そ
う
し
た
無
理
が
た
た
っ
た
の
か
、
翌
年
三
月
の
日
野
帰

着
後
は
業
務
を
他
者
に
代
行
さ
せ
、「
御
引
籠
勝
」
な
状
態
が
続
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
天
保
四
年
末
の
逝
去
に
至
る
間
、
光
熙
の
治
療
に
は
日
野
の
「
清
明

寺
」
の
ほ
か
、
多
く
の
医
師
や
地
元
の
按
摩
と
い
っ
た
人
々
が
多
数
関
わ
っ
た
。
そ

中
井
源
左
衛
門
光
基
「
日
野
要
用
記
」

二
九



し
て
病
状
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
の
相
違
な
ど
も
あ
っ
て
治
療
は
次
第
に
混
乱

を
来
す
の
で
あ
る
が
、
光
基
は
そ
の
様
子
を
具
体
的
に
記
録
し
て
お
り
、
当
時
の
日

野
地
域
に
お
け
る
医
療
の
実
態
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
も
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
時
中
井
家
が
依
頼
し
た
医
師
の
中
に
は
、
愛
知
郡
元
持
村
の
池
田
玄
洞（

７
）

の
よ
う
な
高
名
な
者
も
い
た
。

　
「
日
野
要
用
記
」
で
は
光
熙
の
臨
終
記
の
後
に
、
天
保
五
年
正
月
か
ら
光
基
と
水

口
藩
（
史
料
中
の
「
水
藩
」
は
水
口
藩
の
こ
と
）
と
の
間
で
行
わ
れ
た
家
督
相
続
に

関
す
る
交
渉
や
、
藩
主
（
加
藤
明
邦
）
へ
の
御
目
通
り
に
つ
い
て
の
文
章
が
続
く
。

本
稿
で
は
そ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
同
年
三
月
に
光
基
が
当
主
と
し
て
初
め
て
日
野
か
ら

仙
台
店
へ
出
立
し
た
こ
と
と
、
一
一
月
に
日
野
へ
戻
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
記
さ

れ
て
い
る
箇
所
も
翻
刻
し
た
。

　

た
だ
し
「
日
野
要
用
記
」
で
の
仙
台
店
へ
の
出
立
の
日
付
は
誤
っ
て
お
り
、
正
確

に
は
三
月
八
日
で
は
な
く
四
月
八
日
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
日
野
要
用
記
」
の
編
輯
過

程
で
生
じ
た
ミ
ス
と
考
え
ら
れ
る（

８
）（

な
お
仙
台
か
ら
の
帰
路
、
一
〇
月
一
九
日
に
江

戸
を
出
立
し
て
一
一
月
一
日
に
日
野
帰
着
と
い
う
日
付
は
正
し
い
）。

　

ま
た
「
日
野
要
用
記
」
で
は
、
日
野
本
家
に
は
直
接
関
わ
ら
な
い
と
い
う
理
由
か

ら
、
日
野
─
仙
台
間
で
の
往
復
や
、
仙
台
店
滞
在
中
に
光
基
が
経
験
し
た
出
来
事
を

ほ
ぼ
省
略
し
て
い
る
。
一
方
、
光
基
が
毎
日
記
し
た
日
記
に
は
、
こ
う
し
た
事
柄
に

関
す
る
詳
し
い
文
章
が
含
ま
れ
る
（
天
保
五
年
の
日
野
─
仙
台
間
往
復
と
仙
台
滞
在

に
つ
い
て
は
「
初
下
り
諸
事
手
扣
」
お
よ
び
「
二
番
諸
事
日
下
恵
」
）。
光
基
は
記

録
す
る
内
容
に
よ
っ
て
日
記
を
使
い
分
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
日
記
以
外
に

も
翻
刻
文
中
に
見
え
る
「
喪
中
記
」
や
「
大
礼
一
式
之
帳
」「
年
中
行
事
集
」
な
ど

と
い
っ
た
別
帳
を
作
成
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

注（
１
）�「
編
輯
日
記
」
に
つ
い
て
は
、福
田
千
鶴
・
藤
實
久
美
子
編
著
『
近
世
日
記
の
世
界
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
二
年
）
参
照
。

（
２
）�

拙
稿
「
中
井
源
左
衛
門
光
基
の
日
記
─
「
諸
事
日
下
恵
」
と
「
要
用
記
」」（『
近
世

日
記
の
世
界
』
所
収
）。

（
３
）
阿
刀
田
令
造
編
『
郷
土
の
飢
饉
も
の
』（
仙
台
郷
土
研
究
会
出
版
部
、一
九
四
三
年
）。

（
４
）�

拙
稿
「
日
野
商
人
・
中
井
源
左
衛
門
光
基
の
旅
日
記
に
つ
い
て
─
東
北
地
方
で
の

商
業
活
動
と
地
震
の
記
録
」、『
彦
根
論
叢
』
三
九
五
号
、
二
〇
一
三
年
。

（
５
）�

拙
稿
「
中
井
源
左
衛
門
光
煕
「
近
江
順
拝
日
簿
」（
一
）
」（『
滋
賀
大
学
経
済
学
部

附
属
史
料
館
研
究
紀
要
』
四
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）、「
同
（
二
）
」（『
同
』
四
四
号
、

二
〇
一
一
年
）
参
照
。

（
６
）�

江
頭
恒
治
校
注
「
中
井
源
左
衛
門
光
熙
旅
日
記
」（『
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成 

八 

宿
場
町
編
』（
学
習
研
究
社
、
一
九
七
七
年
）。

（
７
）『
秦
荘
の
歴
史　

第
二
巻　

近
世
』（
二
〇
〇
六
年
）
第
四
章
第
四
節
参
照
。

（
８
）
前
掲
注
（
２
）
拙
稿
参
照
。

凡
例

一
、
史
料
中
の
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。

一
、�

者
（
は
）・
江
（
え
）・
而
（
て
）・
与
（
と
）・
茂
（
も
）
と
い
っ
た
助
詞
は
か

な
に
改
め
ず
、
元
の
字
体
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、�

史
料
中
の
文
章
は
原
則
と
し
て
送
り
込
み
、
読
解
の
参
考
と
し
て
読
点
・
並
列

点
を
施
し
た
。

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要

　
第
五
十
六
号

三
〇



（
表
紙
）

「　

天
保
四
癸
巳
年

　
　

日
野
要
用
記

　
　
　
　
　
　
　

光
茂
」　　
　
　
　

天
保
五
甲
午
年
正
月
ゟ
誌

光
煕
君
御
発
病
九
ヶ
年
以
前
、
文
政
九
丙
戌
年
四
月
九
日
御
出
立
ニ
而
、
水
藩
岩
崎

勘
兵
衛
様
・
山
村
九
郎
治
殿
御
同
伴
、
御
登
京
有
之
、
御
帰
宅
後
留
飲
御
発
病
、
有

時
ハ
御
腹
中
を
痛
メ
、
医
師
方
へ
茂
御
掛
り
色
々
御
相
談
、
種
々
御
養
生
被
成
置
候

得
共
、
無
其
功
験
、
只
牡
蠣
等
ニ
而
、
始
終
其
時
々
之
御
凌
斗
被
成
置
候
内
、
追
而

御
全
快
、
依
之
文
政
十
二
丑
年
五
月
御
下
店
、
於
彼
地
御
再
発
、
御
養
生
之
処
、
御

快
気
ニ
付
、
翌
寅
年
三
月
御
帰
宅
、
扨
右
御
再
発
後
、
本
御
全
快
ニ
無
之
故
哉
、
兎

角
御
不
塩
梅
、
都
而
勤
事
代
勤
被
仰
付
、
多
分
御
引
籠
勝
、
折
々
御
痛
故
、
其
時
々

牡
蠣
等
御
服
薬
、
御
凌
被
成
御
座
候
、
尤
医
師
ハ
清
明
寺
江
御
相
談
、
御
養
生
之
事
、

然
ル
処
、
去
ル
辰
十
一
月
十
四
・
五
日
之
頃
、
兎
角
肩
先
へ
致
拘
攣
候
由
ニ
而
、
御

迷
惑
之
処
、
与
風
便
所
へ
御
出
被
遊
候
処
、
立
く
ら
み
、
両
三
度
も
御
倒
、
其
上
気

御
取
失
、
夢
中
御
絶
食
、
両
三
日
茂
悶
絶
被
成
御
座
、
勿
論
清
明
寺
ニ
茂
早
速
馳
付
、

種
々
心
配
有
之
候
得
共
、
不
及
力
、
依
而
其
節
江
戸
ゟ
被
参
居
候
何
々
玄
龍
殿
、
林

篤
忠
殿
、牧
野
玄
策
殿
、同
貞
吉
殿
、樋
口
文
琳
殿
等
数
多
相
頼
、胗
察
申
受
候
得
共
、

い
つ
れ
も
医
察
致
齟
齬
、
医
論
等
相
初
、
却
而
病
家
迷
惑
之
仕
合
、
旦
又
神
社
仏
閣

願
望
祈
誓
、
銘
々
心
実
ヲ
以
相
掛
呉
、
其
外
祈
祷
等
無
残
所
相
尽
、
尚
家
内
ハ
不
及

申
、
別
家
近
親
大
顛
倒
、
其
混
雑
成
事
ハ
中
々
言
語
ニ
難
述
、
右
之
次
第
故
、
京
家

へ
も
廿
日
立
ニ
而
為
知
候
処
、
於
彼
地
も
廿
一
日
、
小
橋
屋
利
助
殿
方
へ
先
方
慶
事

ニ
付
、
被
呼
参
り
被
居
、
然
れ
共
余
事
与
違
急
病
之
事
故
、
廿
一
日
夜
中
時
出
立
ニ

而
、
大
人
様
御
下
向
被
下
候
事
、
扨
い
つ
れ
之
御
影
ゆ
へ
哉
、
三
日
目
ニ
御
気
付
候

得
共
、
何
分
御
六
ツ
ケ
敷
、
中
々
一
朝
一
夕
之
事
ニ
無
之
、
医
師
之
処
色
々
穿
鑿
、

然
れ
共
当
地
近
辺
一
切
無
之
、
元（

元
持
）渕

池
田
玄
洞
殿
ニ
ハ
上
手
之
由
ニ
付
相
迎
、
御
胗

祭
御
見
立
、
疳
疝
御
調
剤
申
受
候
、
尚
又
京
都
へ
も
医
師
之
義
頼
遣
候
ニ
付
、
京
家

出
入
並
河
左
衛
門
尉
殿
御
下
向
御
胗
察
、
並
河
氏
之
方
御
病
人
思
召
ニ
も
不
相
叶
処

御
座
候
得
共
、
遙
々
御
下
向
、
殊
ニ
京
家
へ
之
御
遠
慮
も
有
之
、
旁
両
医
配
剤
兼
用

被
遊
御
座
候
、
扨
其
後
薄
紙
を
へ
く
が
こ
と
く
御
快
方
ニ
随
ひ
、
御
喰
事
勧
ミ
、
御

す
ゝ
ミ
過
遊
候
而
ハ
、
腹
満
或
ハ
痛
甚
渋
レ
難
、
如
其
ニ
而
、
御
年
被
為
取
、
春
ニ

相
成
候
而
も
余
寒
厳
敷
故
哉
、
御
尽（

カ
）敷

少
も
無
之
、
京
家
ゟ
依
御
進
メ
、
二
月
下
旬

ゟ
京
家
御
別
荘
新
門
前
へ
御
出
養
生
、
高
階
安
芸
守
殿
へ
御
掛
り
、
御
見
立
肺
狂
之

業
、
甚
六
ヶ
敷
、
此
病
ニ
ハ
喰
禁
第
一
ニ
候
間
、
急
度
養
生
可
被
致
旨
、
堅
被
申
聞

候
事
、
扨
又
下
拙
義
、
京
家
よ
り
新
門
前
方
へ
御
引
取
被
成
下
、
夫
与
申
も
右
様
御

太
病
之
事
、
先
以
早
ク
引
取
安
心
い
た
し
申
度
思
召
ニ
而
、
御
大
人
御
相
談
之
上
、

四
月
三
日
就
吉
辰
御
引
取
参
上
、
祝
事
万
端
為
取
替
相
済
、
四
月
廿
七
日
彼
地
御
出

立
、
私
御
召
連
御
帰
館
被
遊
候
事
、
高
階
氏
御
薬
も
功
験
無
之
、
思
召
ニ
不
相
叶
御

止
メ
被
遊
候
事
、
水
口
升
伝
吹
挙
を
以
、
所
々
神
々
へ
御
鬮
御
指
図
相
願
候
内
、
山

村
天
神
御
指
図
ニ
ハ
、
清
明
寺
与
有
之
、
依
夏
頃
ゟ
御
転
薬
、
清
明
寺
ニ
も
色
々
被

致
心
配
候
得
共
、
日
々
不
同
痛
張
経
数
日
候
内
、
一
ツ
と
し
て
如
思
不
参
、
自
御
本

人
ニ
も
御
退
屈
、
時
々
折
々
之
痛
張
、
中
々
御
苦
労
成
事
ハ
難
尽
筆
紙
、
自
然
御
不

養
生
ニ
相
成
、
依
清
明
寺
被
申
候
ニ
ハ
、
御
自
宅
ニ
而
ハ
御
養
生
も
自
然
ゆ
る
か
せ

ニ
相
成
候
間
、
私
宅
へ
御
出
、
食
禁
第
一
与
被
成
、
勿
論
定
法
相
立
、
一
日
ニ
米
一

合
を
粥
ニ
致
し
、
三
度
ニ
相
用
、
昼
一
度
ハ
汁
弐
椀
相
添
、
其
餘
ハ
香
之
物
二
切
与

相
定
、
其
間
ニ
ハ
本
堂
内
ヲ
為
業
廻
、
一
日
ニ
廿
遍
ツ
ヽ
御
歩
行
被
成
、
右
之
行
ニ

而
経
数
日
候
ハ
ヽ
、
骨
皮
ニ
も
御
成
り
可
被
成
、
左
候
ハ
ヽ
病
様
絶
、
御
本
快
可
被

中
井
源
左
衛
門
光
基
「
日
野
要
用
記
」
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成
、
無
左
外
ニ
手
段
一
円
尽
果
候
与
被
申
聞
候
、
利
詰
至
極
、
面
白
由
ニ
御
本
人
ニ

も
御
聞
分
ケ
、
九
月
八
日
ゟ
御
出
、
其
後
往
返
色
々
御
気
随
ニ
被
遊
御
座
、
併
し
多

分
清
明
寺
方
へ
御
出
被
遊
御
座
候
、
何
分
御
全
快
之
色
も
見
得
不
申
失
張
、
是
迄
も

御
同
様
之
処
、
十
二
月
朔
日
ゟ
例
之
通
清
明
寺
へ
御
出
候
処
、
是
迄
之
御
痛
与
者
違
、

只
無
絶
間
御
痛
、
少
々
御
様
子
相
変
り
、
先
ツ
奔
豚
気
、
衝
心
之
御
様
子
ニ
而
、
折
々

胸
下
へ
差
込
、
何
分
不
案
心
之
御
様
子
故
御
引
取
、
御
養
生
被
遊
候
様
、
一
統
御
進

メ
申
上
候
ニ
付
、
五
日
朝
御
帰
り
、
無
間
衝
心
之
様
手
強
差
込
、
腹
ハ
網
之
目
の
こ

と
く
拘
攣
、
其
中
ニ
棒
之
先
ニ
而
如
衝
差
込
、
既
ニ
危
御
様
子
故
、
差
当
近
辺
ニ
付

文
琳
殿
相
頼
、
種
々
薬
法
相
用
被
呉
、
其
上
不
絶
撫
さ
す
り
被
呉
候
故
、
漸
々
相
治

り
、其
内
清
明
寺
ニ
も
被
参
、代
る
々
に
詰
切
、清
明
寺
ニ
も
六
日
・
七
日
過
半
詰
切
、

色
々
種
々
工
夫
、
実
ニ
抽
丹
青
掌
を
砕
、
手
を
被
尽
候
得
共
、
良
も
す
れ
ハ
衝
心
之

気
差
有
之
、
少
し
間
も
目
離
し
候
事
不
相
成
、
病
症
八
日
朝
ニ
相
成
、
御
様
子
又
一

段
相
変
候
様
被
存
候
故
、
御
母
上
也
宗
兵
衛
殿
ゟ
も
医
師
御
転
し
、
池
田
玄
洞
殿
ニ

而
も
御
迎
可
被
遊
様
、
御
進
メ
被
遊
候
得
共
、
御
当
人
ニ
ハ
山
村
天
神
御
指
図
之
事

故
、
清
明
寺
事
更
々
見
と
返替

る
心
な
し
与
堅
被
仰
、
無
是
非
其
侭
ニ
相
成
候
、
尤
是

迄
差
込
候
節
ハ
、
如
何
ニ
も
難
堪
御
容
子
、
今
に
も
悶
絶
可
被
遊
候
歟
与
被
存
候
得

共
、
引
候
得
ハ
、
御
平
病
ニ
相
成
、
清
明
寺
之
意
内
も
其
含
始
終
有
之
、
勿
論
脉
上

ニ
お
い
て
ハ
、
聊
相
変
候
義
無
之
由
、
清
明
寺
被
申
候
ニ
者
、
只
今
ハ
斯
御
苦
之
甚

敷
候
得
共
、
一
両
日
中
ニ
ハ
右
衝
心
患
難
も
御
遁
可
被
成
、
一
両
日
之
御
辛
抱
抔
与

被
申
居
候
故
、
素
人
目
利
ニ
茂
如
何
ハ
敷
存
候
得
共
、
第
一
之
医
師
右
様
被
申
候
故
、

夫
ニ
違
も
有
之
間
敷
哉
与
、
又
疑
惑
自
然
等
閑
ニ
相
成
有
之
候
処
、
八
日
夜
初
夜
前

ニ
相
成
、
右
衝
心
之
差
込
手
強
参
り
、
御
腹
ハ
如
金
鉄
拘
攣
、
清
明
寺
・
文
琳
殿
ニ

も
色
々
工
夫
、
撫
さ
す
り
、
妙
薬
寄（

奇
）薬

、
銘
々
腹
ニ
有
丈
被
尽
手
候
得
共
、
此
度
之

差
込
ハ
引
不
申
、
彼
是
顚
倒
罷
在
候
内
、
最
早
四
ツ
夜
中
ニ
も
相
成
候
得
共
、
同
様

之
事
、
誠
ニ
両
医
握
汗
勘
考
、
其
内
あ
ん
ま
与
八
之
針
が
可
宜
抔
申
者
有
之
、
是
も

呼
寄
、
さ
す
り
又
針
数
十
本
打
候
得
共
、
少
し
験
無
之
、
御
当
人
ニ
者
次
第
々
々
ニ

御
疲
之
御
様
子
、夜
中
過
ニ
相
成
、清
明
寺
被
申
出
候
ニ
ハ
、扨
只
今
ニ
治
り
不
申
義
、

是
迄
之
差
込
与
違
、
此
度
異
変
之
差
込
、
誠
ニ
不
意
不
思
寄
、
先
刻
ゟ
及
丈
之
事
ハ

手
を
尽
候
得
共
、
無
其
甲
斐
、
既
ニ
脉
上
も
相
変
り
、
甚
い
ぶ
か
し
く
、
此
上
ハ
致

方
無
之
、
勘
弁
工
風
も
尽
き
候
間
、
今
壱
人
医
師
相
迎
貰
度
、
倶
々
相
談
仕
度
被
申

聞
、
池
田
氏
ニ
ハ
遠
路
不
及
其
義
、
差
当
り
近
辺
之
医
師
相
撰
候
処
、
佐
治
玄
泰
殿

可
然
旨
ニ
付
相
頼
、
調
進
申
受
相
用
候
得
共
、
薬
験
な
く
御
病
人
ニ
も
実
ニ
御
苦
敷

御
様
子
ハ
無
申
迄
事
、依
而
被
仰
候
ニ
ハ
、扨
未
期
之
苦
与
者
此
事
ニ
可
有
之
、扨
々

難
堪
も
の
也
と
て
、
升
伝
御
呼
寄
、
我
等
ニ
成
替
り
致
落
髪
、
少
し
も
楽
ニ
相
成
候

様
致
立
願
呉
候
様
御
頼
ニ
付
、
早
速
落
髪
致
立
願
候
処
、
不
思
義
成
ル
か
な
、
升
伝

惣
身
忽
ふ
る
い
出
、
同
人
内
心
ニ
も
此
度
ハ
与
存
候
故
か
、
内
々
我
等
迄
申
聞
候
ハ
、

ケ
様
ニ
候
之
次
第
ニ
候
得
ハ
、
御
覚
悟
可
被
成
由
申
呉
、
全
御
養
生
不
被
為
叶
前
表

哉
与
落
涙
致
居
候
、
扨
七
ツ
時
ニ
相
成
、
清
明
寺
被
申
候
ニ
ハ
、
最
早
迚
も
御
六
ヶ

敷
、
御
太
切
ニ
候
間
、
御
聞
置
被
成
度
義
ハ
只
今
之
内
御
聞
取
可
被
成
置
、
為
御
知

被
成
度
方
ヘ
ハ
早
々
為
御
知
可
被
成
、
御
当
人
ヘ
ハ
御
覚
悟
之
処
、
我
等
可
申
入
迚
、

其
由
被
申
上
候
処
、
御
得
心
ニ
而
、
夫
々
御
遺
言
御
申
渡

中
惣
へ
天
筥
、　

下
僕
太
助
へ
手
当
、
此
者
病
中
長
々
辛
節
之
介
保
申
受
候
、
甚

厚
志
之
者
故
、
如
此
呉
遣
候
様
、
半
助
是
又
無
二
之
も
の
故
、
旧
里
へ
引
取
候
節
、

可
然
取
斗
呉
候
様
、
水
口
升
伝
へ
上
下
一
具
可
遣
事
、
人
指
ゆ
び
御
出
被
遊
、
お

み
し
へ
是
丈
分
金
致
呉
、
お
綾
も
同
断
之
事
、
反
故
類
見
分
ケ
、
宗
兵
衛
立
言
内

証
書
付
之
分
火
中
之
事
、
暫
之
処
宗
兵
衛
見
分
ニ
致
置
可
申
事
、
別
家
中
睦
間
敷

可
致
事
、
重
兵
衛
義
新
参
な
れ
共
、
老
人
之
事
、
随
分
い
と
ひ
可
遣
事
、
京
御
家

へ
先
立
不
幸
御
免
可
被
下
、
御
伝
言
之
事
、
懇
志
ニ
被
成
候
御
方
々
へ
一
々
御
伝

丶丶

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要

　
第
五
十
六
号
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言
之
事
、
我
等
義
ハ
不
徳
者
ニ
候
得
ハ
、
相
果
候
後
院
号
・
居
士
号
可
為
無
用
事
、

葬
式
之
義
ハ
流

（
立
カ
）派

成
義
ハ
不
相
好
、
随
分
質
素
ニ
致
、
布
施
物
割
合
宜
敷
様
、
諷

経
寺
方
断
、
於
廟
所
参
笠
多
分
不
相
好
事
、
貞
月
様
積
金
分
ケ
立
、
四
分
長
左
衛

門
、
六
分
宗
兵
衛
之
事
、
清
明
寺
ヘ
ハ
是
迄
ハ
段
々
不
思
義
之
御
縁
ニ
寄
、
厚
御

厄
介
ニ
相
成
千
万
忝
、
御
厚
礼
被
仰
述
、
其
外
品
々
御
遣
言
有
之
候
得
共
略
之

瞑
途
黄
泉
之
旅
ニ
ハ
た
ば
こ
有
之
間
敷
、
我
等
別
而
た
は
こ
好
ニ
候
間
、
火
を
付

候
様
被
仰
候
而
、
弐
ふ
く
被
召
上

　
　

御
辞
世

　
　
　

何
事
も
さ
つ
は
り
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

師
走
か
な

右
等
之
事
迄
被
仰
置
候
ハ
、
誠
ニ
御
実
姓
也
、
銘
々
未
期
之
臨
終
心
得
有
度
も
の
、

後
年
迄
も
不
致
亡
却
た
め
印
置
者
也
、
御
遺
言
後
暫
時
御
様
子
不
相
変
、
御
臨
未
前

一
度
ハ
御
血
色
取
直
候
故
、
是
而
ハ
拾（

カ
）も

の
ニ
も
無
之
哉
与
存
居
候
処
、
矢
張
歓
無

甲
斐
事
ニ
而
、
次
第
々
々
ニ
御ヲ

ト
ロ
エ

衰
被
遊
候
間
、
銘
々
落
涙
之
処
、
御
目
被
為
明
、
命

有
物
之
習
、
始
メ
有
ハ
終
あ
り
、
い
つ
れ
壱
度
ハ
可
離
も
の
、
可
患
事
ニ
あ
ら
す
な

と
ゝ
御
利
解
被
仰
、
恐
入
候
御
事
也
、
段
々
与
時
移
り
、
曙
ニ
相
成
候
而
、
最
早
御

自
由
一
切
不
被
為
叶
、
御
弁
舌
も
御
も（

も
と
ほ
り
カ
）

と
う
り
不
被
遊
、
終
ニ
九
日
朝
五
ツ
時
前
御

臨
終
、
御
定
命
四
十
八
才
、
御
法
名

　

髙
誉
理
運
良
哲
居
士

扨
右
様
深
ク
清
明
寺
へ
御
委
に
被
成
置
候
も
、
前
世
之
姻
縁
与
申
か
不
審
成
ル
事
、

尤
御
当
人
ニ
ハ
是
迄
粗
御
覚
悟
之
由
、清
明
寺
・
伝
兵
衛
等
ヘ
ハ
内
々
御
噂
有
之
由
、

然
れ
共
両
人
共
只
御
い
さ
め
申
上
候
事
故
、
御
当
人
ニ
も
御
迷
ひ
之
場
有
之
、
夫
程

迄
之
思
召
付
有
之
候
而
茂
、
家
内
之
者
ヘ
ハ
御
噂
無
之
、
気
を
御
兼
被
遊
御
慎
之
御

心
腹
、
都
而
平
日
如
此
御
陰
徳
之
御
厚
志
御
憐
深
処
、
末
々
ニ
到
迄
可
奉
仰
者
也
、

都
而
葬
式
初
喪
中
之
義
ハ
喪
中
記
ニ
而
可
知

法
名
之
義
京
従　

大
人
様
ゟ
被
仰
下
候
ニ
ハ
、
中
井
家
代
々
理
之
字
通
名
ニ
候
処
、

右
理
之
字
相
除
、
良
之
字
相
用
申
候
ハ
、
全
良
祐
君
之
良
之
字
を
取
事
与
被
存
候
得

共
、
良
祐
君
ニ
ハ
御
存
命
中
ゟ
御
隠
居
名
ニ
御
付
被
遊
、
御
落
命
後
直
々
右
良
祐
を

相
用
候
様
、兼
々
御
遺
言
ニ
而
、是
ハ
格
別
之
義
ニ
而
、右
与
同
日
之
沙
汰
ニ
あ
ら
す
、

然
ル
を
養
父
之
理
之
字
を
差
置
、
祖
父
之
良
之
字
を
付
候
事
不
相
当
、
依
而
早
々
大

聖
寺
へ
申
入
、
付
替
候
様
被
仰
越
、
先
年
大
東
良
月
居
士
法
名
之
義
ニ
付
而
も
、
於

知
恩
院
大
聖
寺
和
尚
与
口
論
有
之
、
多
之
人
中
ニ
而
大
聖
寺
大
ニ
被
言
込
、
赤
面
之

様
子
も
兼
々
承
り
及
居
、
又
此
度
も
同
様
之
訳
、
甚
心
痛
、
色
々
与
京
家
へ
断
申
入

候
得
共
、
承
引
無
之
、
無
拠
大
聖
寺
へ
相
頼
、
則

　

髙
誉
行
運
理
哲
居
士

右
之
通
付
呉
ら
れ
、扨
又
院
号
之
義
、御
当
人
ニ
ハ
御
好
無
之
由
被
仰
候
得
共
、是
迄

代
々
付
来
候
事
、殊
ニ
良
祐
君
ゟ
三
代
目
之
義
、此
以
後
ハ
相
除
候
共
、此
度
之
処
ハ

付
申
度
、殊
ニ
御
身
分
ハ
於
水
口
表
士
格
ニ
御
進
之
事
故
、旁
以
宗
兵
衛
殿
へ
及
相
談

候
得
共
、決
着
無
之
、依
而
京
家
申
登
候
処
、士
分
之
義
ニ
候
間
、当
り
ま
へ
ニ
候
条
、

早
々
相
付
可
申
様
被
仰
下
、大
聖
寺
へ
頼
入
候
、扨
和
尚
も
前
冬
法
名
一
条
ニ
而
手
被

焼
候
故
、望
之
字
有
之
候
ハ
ヽ
付
不（

可
）申

、先
相
望
可
申
被
申
聞
、京
家
へ
其
段
申
遣
候

得
共
、大
人
ニ
も
ま
さ
か
手
本
も
得
不
被
出
、其
侭
ニ
相
成
、我
等
ハ
四
月
中
下
店
之

処
、祭
礼
前
御
下
向
、其
節
黒
谷
方
丈
へ
相
願
、徳
報
院
与
御
付
、大
聖
寺
和
尚
ニ
ハ
有

馬
湯
治
留
主
中
ニ
ハ
候
得
共
、無
相
談
、石
碑
江
御
切
付
被
成
下
候
事
、右
院
号
相
付

候
ニ
付
而
ハ
、寺
ニ
無
功
御
方
故
、三
十
金
相
納
貰
申
度
由
、昨
冬
ニ
相
成
、内
々
移
り

相
聞
候
得
共
、右
ハ
年
レ
先
同
寺
金
蘭
地
ニ
相
成
候
節
、五
十
金
与
申
金
子
扶
助
被
成

置
、其
節
院
号
相
免
し
候
旨
、書
面
差
越
被
置
、尤
其
節
先
君
、我
等
義
ハ
院
号
望
無
之

由
御
申
被
成
御
座
候
、右
和
尚
ニ
ハ
其
節
之
義
亡
却
被
致
候
も
の
与
相
見
へ
候
事

中
井
源
左
衛
門
光
基
「
日
野
要
用
記
」

三
三



　
　

天
保
五
甲
午
年

　
（
中
略
）

正
月
廿
一
日　

山
村
御
ば
ゞ
様
御
風
邪
御
引
籠
、
時
疫
与
相
成
、
廿
七
・
八
日
頃
峠

ニ
而
、、
甚
い
ぶ
か
し
く
、
御
病
症
依
乍
喪
中
加
籠
ニ
而
見
舞
候
事
、
九
郎
治
殿
ニ

も
廿
七
日
よ
り
御
同
症
、
依
而
当
方
忌
明
廿
七
日
修
行
い
た
し
、
右
異
変
ニ
付
当
地

ハ
差
置
、
廿
九
日
御
家
中
廻
勤
越
境
、
餅
配
り
之
義
ハ
右
之
訳
故
前
後
致
、
忌
明
廻

礼
後
配
候
、
右
配
り
方
之
処
ハ
、
理
哲
居
士
喪
中
記
ニ
而
可
知
、
依
之
同
日
於　

御

勘
定
所
、
家
督
被
仰
付
、
四
ツ
時
罷
出
候
処
、

　
　

樋
口
七
郎
兵
衛
様　

大
野
織
江
様　

高
田
弥
左
衛
門
様

 　

御
下
役　
　
　
　
　
　

 

御
切
手
方

　
　

神
谷
牧
太
様　
　
　
　
　

下
村
直
之
允
様

源
左
衛
門
跡
式
相
続
被　

仰
付
、
就
而
是
迄
之
御
知
行
被
召
上
、
此
度
改
御
徒

目
付
格
并
御
扶
持
十
八
人
半
口
被
下
置
、
尚
又
御
仕
送
方
并
日
野
表
御
講
世
話

方
被
仰
付
、
其
外
都
而
先
代
通
り
被
仰
付
間
、
其
旨
承
知
可
致

右
之
通
被
仰
出
候
間
、
可
被
相
心
得

右
之
通
被
仰
渡
、
御
受
申
、
且
樋
口
様
御
案
内
ニ
而
、
御
年
寄
席
・
御
用
場
席
へ
御

礼
ニ
罷
出
候
、
直
様
其
足
ニ
而
御
役
掛
り
御
礼
廻
勤

三
月
廿
三
日
家
督
被
仰
付
候
、
為
御
礼

御
上
へ
大
判
壱
枚
献
上
、
御
重
役
ゟ
御
買
方
ニ
至
迄
品
物
持
参
、
御
礼
廻
勤
仕
候
事
、

右
品
物
ハ
い
つ
れ
も
御
判
金
ニ
而
、
委
ハ
年
中
行
事
集
ニ
而
可
見
、
同
日
四
ツ
時
右

大
判
献
上
之
処
、
於
表　

御
居
間
、
御
目
通
被
仰
付

　
　
　
　

初
而

与
御
意
被
下
置
、
加
藤
兵
衛
様
御
列
席
ニ
而
御
演
舌
、
此
度
為
御
礼
大
判
壱
枚
被
献
、

於　

御
上
も
御
満
足
被
思
召
与
被
仰
候
事
、
同
日
昼
後
山
村
別
荘
借
り
受
、
御
奉
行

様
方
外
ニ
取
持
旁
植
野
瀬
平
様
・
下
村
直
之
丞
様
・
沢
田
氏
・
山
崎
氏
・
池
本
氏
相

招
、
酒
飯
相
出
し
候
事
、
料
理
人
魚
九
初
水
口
松
吉
也
、
当
方
ゟ
宗
兵
衛
殿
・
我
等

罷
越
、
尚
委
ハ
大
礼
一
式
之
帳
ニ
印
ス

　
（
中
略
）

三�

月
朔
日　

門
出
祝
、別
家
・
出
入
・
親
類
・
懇
志
方
相
招
、人
数
凡
六
十
五
・
六
人
、

委
ハ
別
帳
ニ
有

同
三
日　

就
吉
辰
門
出
、
山
王
へ
参
詣
、
松
尾
丁
泊
り

同�

四
日　

水
藩
へ
御
暇
乞
ニ
罷
出
候
、
御
奉
行
三
方
、
御
代
官
西
村
氏
、
御
下
役
植

野
・
神
谷
、
御
切
手
方
下
村
丈
ヶ
歩
行
候
事

同�

八
日　

出
立
、
宗
兵
衛
殿
・
供
三
平
、
外
ニ
深
井
・
供
壱
人
、
都
合
五
人
、
目
出

度
出
立
、
善
光
寺
廻
り
、
廿
四
日
振
ニ
而
着
店

一
四
月
廿
三
日　

京
都
お
ゆ
ふ
殿
御
安
産
、
女
子
、
名　

靜シ
ヅ

　
　

京
家
江
貸
金
之
義
ハ
、
道
具
買
置
候
旨
被
仰
候
由

　

前
子
ノ
正
改

　
　

金
三
百
両
也

　
　
（
中
略
）

江
戸
十
月
十
九
日
出
立
、
江
之
島
・
鎌
倉
廻
り
、
宮
宿
銭
屋
迄
治
兵
衛
・
治
三
郎
・

兵
右
衛
門
殿
迎
ひ
、
猪
之
鼻
迄
水
伝
金
迎
ひ
、
布
袋
半
ニ
而
酒
飯
ニ
而
被
呼
、
鎌
掛

山
迄
樋
又
・
村
長
・
井
又
・
善
市
・
鉄
安
・
京
丈
助
・
庄
八
迎
ひ
、
権
兵
衛
酒
飯
、

外
ニ
関
宿
ゟ
守
清
・
脇
長
同
道
、土
足
ニ
而
山
王
社
、清
次
右
衛
門
・
大
東
・
中
清
・

新
家
貞
吉
・
中
与
へ
参
候
、
十
一
月
朔
日
無
事
帰
宅
之
事
、
三
日
ニ
当
所
顔
出
し
、

四
日
水
口
行
届
方
之
事
、
土
産
ハ
年
中
行
事
ニ
有

〔
附
記
〕
本
稿
は
令
和
三
年
度
陵
水
学
術
後
援
会
学
術
調
査
・
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要

　
第
五
十
六
号

三
四


